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遺伝子改編酵素群AID/APOBECがつくるＢ型肝炎
慢性化と発癌の機序
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B型肝炎ウイルスやパピローマウイルスなどが起
こすウイルス発癌の機序は未解明である。　
我々が持つAID/APOBEC酵素群は、遺伝子
改編活性を持つ抗ウイルス因子である。しかしそ
の活性は、諸刃の剣である可能性があり、発癌
の引き金になる遺伝子損傷を作る可能性があ
る。

AID/APOBECのB型肝炎ウイルスの新規抗ウイルス活性の発見
細胞株モデル実験系で、AID/APOBECのB型肝炎ウイルスに対する遺伝子改編能と増殖
阻止能力を検討したところ、AID/APOBECはウイルスの核内DNAやRNAに作用し増殖を抑
制する事を発見した。同様にパピローマウイルスへの遺伝子改編活性も突き止めた。これまで
B型肝炎ウイルスの核内DNAやRNAに作用する免疫効果分子はほとんど知られていなかった
が AID/APOBECが初め
ての例となった。我々のす
べての細胞は、遺伝情報
を格納するゲノムDNAの
維持補修をする遺伝子修
復系を持つ事が知られて
いる。興味深い事にAID/
APOBECのウイルスDNA
への作用は、この遺伝子
修復系で減弱されるという
皮肉な事実が判明した。

B型肝炎ウイルスやパピローマウイルスが起こす
ウイルス発癌における遺伝子改編酵素群AID/
APOBECの役割りを試験管内、動物モデル、
臨床検体を用いたアプローチにより検証する。発
癌プロセスへの関与が分かればこれらウイルス
発癌における新規診断や治療法の開発のため
のシーズとなる事が期待される。
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AID/APOBECの活性や遺伝的個人差を検
査することで、B型肝炎ウイルス感染に対す
る抵抗性や慢性感染に移行する可能性の
個人差を予見できるかもしれない。AID/

APOBECは比較的個人差の多い遺伝子群
であり、その個人差を検査する事で特定のウ
イルス感染症へのかかりやすさを予見できる
時代が来るかもしれない。
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AID/APOBECは、B型肝炎ウイルスの核内DNAや
RNAに作用しウイルス増殖を抑制する事を発見した。


